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安定同位体比を用いた研究は，環境科学の有用な
研究にとって重要であり，酸素・水素安定同位体比
（δ18O,δD）は，世界的なまた地域の水文学的特徴
を調査するために広く用いられている。
そこで本研究では，新潟県の降水や河川に加え，

特に湖沼水に重点をおいて定期的なδ18O,δDの測
定を行った。さらに，湖沼においては，閉鎖性の水
域で水が滞留しやすく，汚染物質が蓄積しやすい特
徴を持つため，栄養塩や有機物に起因した水質汚染
が近年報告されている。それゆえ，湖沼水中の栄養
塩濃度（窒素，リン）や溶存有機炭素(DOC)，溶存
酸素(DO)の定期的なモニタリングや測定は，環境保
全の観点から重要である。
本研究における対象湖沼は，新潟県内の湖沼（佐

潟，鳥屋野潟）および中国黒竜江省のジャロン湿地
である。佐潟は新潟市西区赤塚に位置し，砂丘列間
の低地に形成された砂丘湖で，「ラムサール条約湿
地」に登録されている。流入する河川がなく，降水
や地下水からの湧き水によって涵養されているとい
う特徴を持った全国的にも珍しい湖沼であるため，
その水文学的特徴は興味深い。一方，新潟県最大の
湖沼である鳥屋野潟は，湖沼でありながら河川から
の流入と河川への流出があるため，佐潟との比較の

研究対象としても興味深い。さらに，本研究で比較
対照に用いたジャロン湿地は，中国黒竜江省の自然
保護区にあり，佐潟と同様に「ラムサール条約湿地」
に登録されている世界的にも重要な湿地の一つであ
る。
また湖沼中の汚染物質の起源や供給経路を探究す
るため，湖沼の周辺河川水・排水，地下水の同位
体・化学分析を行うとともに，降水が湖沼水に及ぼ
す影響を検討するため，平常時に加え降雨後の試料
水も同位体・化学分析を行った。
本論文は，以下の５章から成り立つ。
第１章では，本論文の背景を概観し，それをふま
えて本研究の意義と目的について言及した。
第２章では，対象湖沼の同位体的・化学的特徴に
ついて述べ，茨δ18O値が高くなった要因として，佐
潟は生物学的要因，ジャロン湿地は蒸発による影響
が大きいと推測される。芋佐潟におけるδDはδ18O
と同様に，鳥屋野潟に比べて大きい。ただし，δ18O
の夏にみられたような明瞭な違いは確認できなかっ
た。鰯湖沼水の pHは，ほとんど6.5-8.5（河川水よ
り総じて高いpH値）であった。ただし,佐潟にお
ける本潟から水が流出する地点でのpHは，年間を
通して9.0-9.5と特に高かった。等の知見を得ている。
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第３章では，対象湖沼の汚染状況の実態や起源・
供給経路について言及し，茨佐潟の夏期試料におい
ては，クロロフィル値も高く，DOC値が高いにもか
かわらず大きなDO値を示した。また県内の湖沼は
ジャロン湿地に比べると富栄養化の進行は小さいこ
とが定量的にわかった。特に佐潟においては，生物
活動による影響が大きいため，自浄作用が比較的盛
んな湖沼と考えられる。芋湖沼は水生植物の光合成
等の影響もあり，溶存酸素も概して大きく，液性は
塩基性を示した。DOvs.水温の図において，河川水
（液性：中性付近）は，気体の溶解度曲線に比較的
近い分布を示しており，湖沼は河川水を中心として，
地下水（概して溶存酸素が小さく液性は酸性）と好
対照を示すと考えられる。等の知見を得ている。
第４章では，湖沼水に影響を及ぼす一つの要因と

して降水が考えられるため，降水自体に焦点をあて
て，降水の同位体的・化学的特徴について述べてい
る。特に新潟県における降水の地域的・季節的特徴，
起源，供給経路について把握するため，新潟大学屋
上の降水をはじめ県内降水を用いて，酸素安定同位
体比(δ18O)の季節変動に加え，短期間での経時変動
が調査された。さらに，連続採取降雨については，

後方流跡線による解析も併せて行った。その結果，
茨大学屋上の降水のδ18O値は，-14.57‰～-3.86‰の
変動を示した。芋臨海地域（新潟市）の降水中の
δ18O値は，内陸地域（三条市）に比べて，高い値を
示す。鰯δ18O値は，梅雨期や台風期において低く，夏
において高い傾向が見られる。允短期連続採取降雨
では，時間とともにδ18Oが下降する試料が一般的で
ある。等の知見を得ている。
第５章では，この論文で得られた知見の概略と結
論ならびに本研究の今後の応用展開について述べ
た。
以上のように，本論文は，まず新潟県および中国・

黒竜江省の代表的な湖沼（佐潟，鳥屋野潟,ジャロ
ン湿地）について，同位体的・化学的特徴を詳細に
述べている。次に湖沼中の環境汚染物質の動態や起
源について，独自の視点から検討しており，環境保
全に向けてのアプローチがなされている。このよう
に本論文では，環境保全に対する今後の応用が期待
される内容が含まれているため，工学的に充分意義
のある論文となっている。
なお2・3章をまとめた成果の一部は，Radioisotopes
論文奨励賞を受賞したことは注目に値する。
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